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１．はじめに 
アクティブ試験の開始にあたって公表した「再処理工場のアクティブ試験

時に発生が予想されるトラブル等とその対応について（以下、「トラブル等事

例集」という。）」においては、「対応の概要」として、保守作業を実施するこ

とを示しています。 
本事例集は、「トラブル等事例集」を補足するものとして、再処理工場にお

いて行われる保守作業についてご理解頂くことを目的に作成しました。 
 

２．保守作業の作業手順 
保守作業は、定められた作業手順に従って実施します。 
再処理工場では、標準的な作業手順を予め定めてありますが、実際にトラ

ブル等が発生した場合には、同様な設備・機器であっても、発生場所、運転

状態等が異なるため、これらの不確定要素（トラブル等の原因、発生建屋、

系統、設備、発生場所、運転状態、作業環境）を考慮した上で、より具体的

な作業手順が必要となります。 
このため、トラブル等が発生したときには、ほとんどの場合、その都度作

業計画を立案して保守作業を実施します。 
作業計画には、不確定要素を考慮しつつ、標準的な作業手順に倣って以下

の手順を具体的に定めます。 
①隔 離 手 順：当該設備を運転状態から保守作業が実施できる状態にする

ため、系統から切り離す手順 
②保守作業手順：保守作業の具体的実施内容を定めた手順 
③復 旧 手 順：保守作業実施後に運転ができる状態に戻す手順 
④動作確認手順：復旧作業終了後、保守機器の動作確認を行い、正常に機能

することを確認する手順 
 
作業計画には、上記の手順に加え、作業実施体制や安全対策等を記載し、保

守準備作業～復旧作業までを１つの手順として定め、保守作業を実施します。 



 

 
・設備毎の標準保守要領 
・設備・機器の運転・操作要領 

標準的作業手順 ・設備毎（設備によっては型式毎）に、標
準的な保守要領を定めています。 
また、各建屋の設備、機器については、
運転・操作手順を定めています。 

 
・トラブル等発生原因 
・トラブル等発生設備、系統 
・設備の運転状態 
・作業環境 

等

不確定要素 
・設備、機器の保守を実施するには、標準
的作業手順には定めることができない不
確定要素があります。 
これは、保守対象となる設備によって異
なるものであり、更に、同じ設備であっ
ても、そのときの運転状態や作業環境に
よって変わるものです。 
 

○○設備 
隔離手順 

○○設備 
保守作業 
手順 

○○設備 
復旧作業 
手順 

○○設備 
動作確認 
手順 

保守作業手順 ・不確定要素はその時々により変わること
から、これらを考慮した上で、標準的作
業手順に倣って手順を作成します。 

 
・作成した手順に加え、作業実施体制や安
全対策等を記載した『作業計画』として
作成します。 

 
・このように、作業計画では、保守作業の
準備～復旧作業までを１つの手順として
実施します。 

 なお、事象によっては、予め定められた
手順に従い機器の運転・操作等を行い復
旧するものもあります。 
 

作 業 計 画 

・作業実施体制 
・安全対策 
・その他留意事項 

等 



３．保守方式の概要 
設備・機器の保守作業は、保守対象の設置場所、対象機器等の汚染の程度

によって作業方法（保守方式）が異なります。 
 保守方式は、人の立ち入ることができない場所の設備・機器をクレーン等

を用いて保守する「遠隔保守」、作業員が直接、保守対象機器に触れて保守す

る「直接保守」、遠隔保守と直接保守を組み合わせて作業する「遠隔＋直接保

守」に大別されます。 
 なお、「遠隔保守」と「直接保守」を細分化すると以下のとおりとなり、「遠

隔＋直接保守」は、これらの保守方式の組合せとなります。 
 

保 守 方 式 概 要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３．遠隔＋直接保守 

A. 遠隔操作 

B. 移動式遠隔操作 

C. 運転操作 

(2) 非管理区域内保守 

A.セル内保守作業 

B.ｸﾞﾘｰﾝﾊｳｽ内保守作業 

C.ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ内保守作業 

D.その他管理区域内保守 
作業 

１．遠隔保守 

２．直接保守 (1) 管理区域内保守 



 
１．遠隔保守 

A.遠隔操作 

 

セル外

マスタースレーブ
マニピュレータ

遮へい窓

パワーマニピュレータ

セル内

インセルクレーン

保守対象機器

ITVカメラ
＆照明

遮へい扉

  

B.移動式遠隔操作 

 

セル内

セル外

遮へいハッチ 保守対象機器

MERC 移動

  

C.運転操作 

 

セル内セル外制御室

保守対象箇所

現場操作盤

各移送先へ

エアーリフト

槽類

フリーズバルブ 窒
素
供
給

  

 人の立入りが出来ないセル内の機器に対して、セル内に設置してある

遠隔操作機器（インセルクレーン、マスタースレーブマニピュレータ、パワ

ーマニピュレータ）を用いて、機器等の分解、調整、部品交換、組立て等

を行う方式 

人の立入りが出来ないセル内の機器に対して、遠隔移動機器

（MERC）を保守対象機器の隣接する部屋へ移動・設置し、放射線遮へ

いと閉じ込め機能を確保しながら機器などを保守・交換する方式 

 制御室及び現場操作盤を操作し、セル内の保守対象箇所を保守する

方式 

 本保守方式を使用する主な作業として、計装配管内の詰り除去作業

が該当 



２．直接保守 
 

保守対象機器

遮へい扉
グリーンハウス

放射線防護衣着用

セル内

入口

セル外

  

 

 

保守対象機器

グリーンハウス

放射線防護衣着用入口

セル外

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

セル外グローブボックス

保守対象機器

換気系へ

グローブ

 

 保守機器等を気密保持されたグローブボックス内で作業員がグローブ

を介して、直接分解、調整、部品交換、組立て等を行う方式 

 なお、保守作業は、定められた放射線管理要領に従い、作業計画に沿

って効率的に進めることにより、作業員への影響が生じないようにする 

 遠隔操作機器で対応できない箇所について、セル内で作業員が直接、

分解、調整、部品交換、組立て等を行う方式 

 なお、保守作業は、定められた放射線管理要領に従い、作業計画に沿

って効率的に進めることにより、作業員への影響が生じないようにする 

 放射性物質拡散防止の観点から設置したグリーンハウス内で、作業員

が直接分解、調整、部品交換、組立て等を行う方式 

 なお、保守作業は、定められた放射線管理要領に従い、作業計画に沿

って効率的に進めることにより、作業員への影響が生じないようにする 
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セル外

保守対象機器

  

   

非管理区域

保守対象機器

 

 セル内・グリーンハウス内・グローブボックス内に比べ放射線環境が低

い作業場所における作業であり、作業員が直接、分解、調整、部品交

換、組立て等を行う方式 

 なお、保守作業は、定められた放射線管理要領に従い、作業計画に沿

って効率的に進めることにより、作業員への影響が生じないようにする 

  

D. 
そ
の
他
管
理
区
域
内
保
守
作
業 

（１） 
管
理
区
域
内
保
守 

 作業員が、放射性物質のない区域（非管理区域）で保守対象機器を直

接分解、調整、部品交換、組立て等を行う方式。 

E. 
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３．遠隔＋直接保守 

  

セル外

遮へいのぞき窓

遮へい扉

ITVカメラ＆照明
入口

遮へい扉 セル内

インセルクレーン

マスタースレーブ
マニピュレータ

グリーンハウス

パワーマニピュレータ

保守対象機器

保守セル

 

 
 

 人の立入が出来ないセル内の機器に対して保守を行う場合、遠隔操作機器（インセルクレーン、

マスタースレーブマニピュレータ、パワーマニピュレータ）を用いて分解し、その後、保守セルに分解

した機器又は部品を搬入し、必要に応じて除染した後、作業員が直接、分解、調整、部品交換、組

立て等を行い、最後に再度、遠隔操作機器で組立等を行う方式 

 なお、保守作業は、定められた放射線管理要領に従い、作業計画に沿って効率的に進めること

により、作業員への影響が生じないようにする 
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